








































(i) 各提携Sに対し， vsは Rsの空でない閉集合である。





















単体， Aoをその内点の全体とする。 A={aERN: ~ ai=l, aiとOfor all 
iEN 







subject to ui孟ha;for all iES, and U5={u;}iεsEVs 
P(a,S） は，各メンバ~ iESのウェイト a；に比例するような最大ベクトルを
vsの中で探すとし、う問題である。最適解が存在するとき， hの最大値をh(a,S)
と書く。最終利得ベクトルは VNの中から選ばれることになるが，それは，比









分配率 aEA0のもとで，各提携Sは P（α，S）によって最大利得ベクトル us
を実現できたとしよう。ここで， Ui=h（α，S)ai,iESである。また，同じ分配
率αのもとで提携Nは，各プレイヤーに対し h(a,N）向を与えることができ





A*= {aEA:h(a,N）αzミsupVu1 for all i EN} 
とする。 A＊ は，個人合理的な利得ベクトルを保証する分配率の全体であるO




ただし S＝空集合に対しては e(a,S) =Oとする。
さて，残された手続きは，この不満について通常の Nucleolusの定義を適用
することのみである。
任意の αEA＊ に対し， fJ(a）を次のような 2＂次元ベクトルとする。
θ（α〉＝（θ，（α）， •.• ,fJ 2ぺα〉
Tこだし，
θj（めとfJk(a)if jくk,
九（α）=e(a,Sk), SkcN (k= 1, 2, ... , 2") 
もし，ある aEA＊ に対し θ〈めが辞書式順序で、最小化されているならば， aE








証明 aEA0に対して，区間｛hと0：ある uEV5をとれば，任意の iES
について， uiどhai｝は，条件(i), (iDおよび聞から，コンパクトで空でないこと
に注意すればよし、。 （証明終〉
補題2 各提携Sについて， h（・，S）は Ao上の連続関数である。
証明 関数 f5(u,a)=min {uJai｝は V5XA0上で連続なることは明らか。
iES 
次に，｛αt}t=1>2い・を αt→αOEAOなる Ao内の列とする。｛ut} t= 1,2, • • ・を
vs内の列で，
h(at,S) =max f5(u5,at) = f5(ut,at) (1) 
UsεVs 
によって定義されるものとする。補題1より，このことは可能である。すると，
fs(ut,aっとf(u,at)for all uE V5,(t=l, 2, ... ) （剖





h(a0,S) = fs(u0,a0) 
=lim f5(ut,at) =lim h（αt,S 
が言えた。 〈証明終〉
定理1 少なくともひとつの Nucleolus分配率が存在する。
証明 まず A＊ はコンパクトで空でなし、。これは，条件(i)と（iV），および














(k=2, .. , 2n) 
とおく。 A2nが空でないことを言えばよし、。 θiC・〉は A＊で連続で A＊はコン







補題3 Gのコアが空でないための必要十分条件は， h(a,N) =max{h(a, 
S):ScN｝を満たす aEA0が存在することであるo
証明 〈十分性）.a巴Aoがその条件を満たすとするO 利得ベクトル uEVN
は， ui=h(a,N）αi (for each i EN）で与えられるとする。ある提携Sが，ら＞
h(a,N)ai (for all i ES）を満たす長Evsをもっていたとする。すると， aEA0
によってん（α，S)>h(a,N）となるが，これは仮定に反する。よって， uはコア
に属する。 （必要性〉． uEVNがコアに属するとしよう。すると，（iV)により
的＞O(for all iEN)である。 aEA0を次のように与える。
ai=ud~ ui (for each iEN). 
iEN 
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提携Sに対して， h(a,S）＞ん（a,N）だったとしよう 0 aEA0だから，




証明補題3より，ある aEA0をとれば h(a,S）豆h(a,N)for all ScNと
なる。書きかえれば， e(a,S）豆0for all ScN.ゆえに， a*EA＊ を任意の
Nucleolus分配率とすると定義から fJ1(a＊）手θ1Cα〉三o.したがって， e(a*,S) 








v(S) =h（α，S）・2J ai 
iES 
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